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日本工業規格 JIS 
農業 用 歩行 トラクタ の 仕様書 様式 B 9223- 1 9 " 9 

(2000 確認） 

-ormat of :5pecirication for Agricultural Walking Tractors 



1. 適用 範囲 この 規格 は， 農業 用 歩行 トラクタの 仕様書 （以下， 仕様書と いう。） の 様式 及び その 記入 要領に ついて 
規定す る。 

備 考 1. 農業 用 歩行 トラクタ （以下， 歩行 トラクタと いう。） と は， 2 輪 又は 1 輪 を もち， 主に 耕 うん • 整地 用の 作業 機 
(以下， 作業 機と いう。） を 装着し， これ を 駆動 又は けん 引して， 操縦 者が 歩行しながら 操縦す る 農業 用 機械 をい 
う。 

車輪 はもたない が， 車軸に 相当す る 部分に 作業 機 を 装着して 作業 を 行う 農業 用 機械 もこれ に 含む。 
2. この 規格で { } を 付けて 示す 単位 は， 従来 単位に よる もので， 参考と して 併記す る。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 用語の 意味 は， 次に よる。 

標準 運 te 整備 状態 標準 運転 整備 伏 態と は， 次の ような 状態 をい う。 

CD 歩行 トラクタ を 通常の 運転が できる よう， 燃料， 潤滑油， 冷却水， バッ テリ 電解液な ど を 規定 量と した 状態。 
(2) 調節 可能な 構造 部分が あり， 調節 状態が 仕様書 記入 値に 影響す る 場合 は， 標準 値に 調節した 状態。 

3. 歩行 トラクタ 仕様書の 作成 条件 歩行 トラクタ 仕様書の 作成 条件 は， 歩行 トラクタの 構造に よって 図 1， 図 2 及 
び 表に よる。 

図 1 作業 機 取 外し 状態 



ハンドル 回 Ktt 悲 




引用 規格 ： JIS B 8012 小形 陸 用水 冷 ディ 一ゼル 機関 

JIS B 8017 小形 陸 用 空冷 ガソ リン ェン ジ ン 性能 試験 方法 

JIS B 8018 小形 陸 用 ディ ーゼル エンジン 性能 試験 方法 

JIS B 9209 歩行 形 トラクタの ヒッ チ部 寸法 

JIS Z 8401 数値の 丸め 方 
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図 2 ロー タリ 装着 状態 




表 仕様書の 作成 条件 



条 件 


1 


2 


歩行 卜 ラ ク 
夕の 構造 


(1) 種々 の 作業 を 行うた めに， 多種 類の 作業 機 
を 装着 可能な 構造の もの。 

\ ^ ) てひリ 宋 1 千 Z t し 3 ま 4 1^, よ、 1 to ひリ 


(1) 専ら 耕 うん 作業 を 行うた めに， ロー 夕リを 
常時 装着した 構造の もの。 

(ゥヽ it/— M る 乂/^ 母ん；; マら チ' 仏/一 n ― 

1 * ) 土な し 祈 つん 11^ 果化ィ 了つ r しの -, U — y IJ ^ 

ほぼ 固定 状態に 装着す るが， 口 —タリ 以外 
の 作業 機 も 装着 可能な 構造の もの。 

(3) 前方に 口 一タリ を 装着した 構造の もの。 


機体 条件 


(1) 標準 運転 整備 状態 

(2) 作業 機 取 外し 状態 

作業 機 を 取り外した 状態で， 水平で 平たん 
な 場所 （以下， 平たん 面と いう。） に 置き， 
作業 機 取 付け 用 主 ヒッチ （以下， ヒッチと 
いう。） の 作業 機 取 付け ピン を 平たん 面に 対 
して 垂直に した 状態。 ただし， 車輪 を もた 
ない 歩行 トラクタの 場合， 車轴に 相当す る 
部分に 標準の 作業 機 を 装着した 状態。 
この場合， 装着した 作業 機 を 車輪と みなし 
て 取り扱う。 

(3) 作業 機 を 取り外した 場合に 不要な 附属 品 

(付加お もりな ど） は 付けない。 

(4) ハンドル を 前後 方向に 回 動して 使用す る こ 
とがで きる 檎 造の もの は， 図 1 において 実 
線で 示す ハン ドル 位置 を 基準と する。 

(5) 作業 機 取 外し 状態 は， 図 1 による。 


( 1 ) 標準 運転 整備 状態 

(2) 口 — タリ 装着 状態 

標準の 口 — タリ， 標準の 車輪 及び 附属 品 
(標準の 付加お もりな ど） を 装着して 平た 
ん 面に 置き， ロー タリ 耕う んづ めの 最大 軌 
跡 円 及び ロー 夕 リ の 耕 深 調節 車輪 （以下， 
尾 輪と いう。） が 平たん 面に 接する ようにし 
た 状態。 

(3) ロー タリ 装着 伏 態 は， 図 2 による。 



4， 仕様書の 様式 仕様書の 様式 は， 原則として 付表に よる 力 S 仕様書の 用途に 応じ， 記載 項目の 変更， 追加な ど をし 

て もよ い。 

また， 必要に応じて， 各部の 構造， 材料， 試験 方法な ど を 付記し， 全体 図， 作業 機 装着 関係 図な ど を 添付す る。 
5. 仕様書の 記入 要領 仕様書の 記入 要領 は， 次に よる。 

(1) 共通 事項 

(1.1) 仕様書の 記入 値 

(a) 記入 値 は， 原則として 設計 値 を 記入す る。 

(b) 記入 値 は， 特に 規定し ない 場合， 計算 値 を JIS Z 8401 ( 数値の 丸め 方） によって 丸めた 数値 を 整数 位で 
記入す る。 ' 

(1.2) 仕様書の 項目のう ち， 適用され ない 箇所 は, "なし" 又は "―" （ハイフン） を 記入す る。 

(2) 総合 仕様 

(2.1) 製造業 者 名 歩行 トラクタの 製造業 者 名 を 記入す る。 
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(2.2) 名称 • 型式 歩行 トラクタの 名称 • 型式 など を 記入す る。 

(2*3) 仕様書の 作成 条件 表 1 に 示す 条件 番号 を 記入し， 仕様書の 内容 を 明らかにする。 

(2.4) 全 長 歩行 トラクタ 全体の 長さ を 記入し， その 部位 を 付記す る。 

(2.5) 全 幅 歩行 トラクタ 全体の 最大 幅 を 記入し， その 部位 を 付記す る。 

(2.6) 全 高 、 

(a) 標準 状態の 全 高 平たん 面から 歩行 トラクタの 最高 部までの 高さ を 記入し， その 部位 を 付記す る。 

(b) 突出 部 取 外し 状態の 全 高 バック ミラ一 など 調節 • 着脱 容易な 突出 部 を 取り外した 状態の 平たん 面から 歩 
行 トラクタの 最高 部までの 高さ を 記入し， その 部位 を 付記す る。 

(2.7) 輪 距 左右 車輪の 接地 面に おける， 標準， 最大 及び 最小の 車輪 間隔 （車輪 中心 距離） 並びに 調節 段 数 を 
記入す る。 

(2.8) 最低 地上 高 平たん 面から 歩行 トラクタの ほぼ 中心 線 付近の 主要 構造 物の 最低 部までの 高さ を 記入し， そ 
の 部位 を 付記す る。 

(2.9) ハンドル 位 fi 車軸 中心から ハンドル 後端までの 水平距離 を 記入す る。 
(2，10) 総 質量 歩行 トラクタの 総 質量 を 記入す る。 

(2.11) 付加お もり 標準， 最大 及び 最小の 付加 質量 及び 付加 位置 を 記入す る。 
C3) エンジン 仕様 

(3.1) 製造業 者 名 エンジンの 製造業 者 名 を 記入す る。 

(3.2) 名称 '型式 エンジンの 名称 • 型式な ど を 記入す る。 

(3.3) 主要諸元 

(a) エンジンの 種類， サイクル 数， 燃焼 室 形式， シ リンダ 数, シ リンダ 配置， 弁 配置， 点火 方式な ど を 記入す 

る。 

(b) 総 行程 容積 （総 排気量） 次の 式に よって 計算した 値 を 小数点 以下 第 3 位まで 記入す る。 

V= -fxD'LNx 10~' 

4 

ここに， ^^総行程容積（り 

D シ、) ンダ 内径 （mm) 
L ： 行 程 (mm) 
N ： シ、) ンダ数 
71 ： 3.141 6 

(C) 冷却 方式, 始動 方式， バッ テリ 電圧 ，容氪 燃料の 種類な ど を 記入す る。 
(d) 燃料 タンク 容量 を 小数点 以下 第 1 位まで 記入す る。 

(3.4) 性 能 

(a) 性能 は， 原則として， JIS B 8012 (小形 陸 用水 冷 ディーゼル 機関)， JIS B 8017 (小形 陸 用 空冷 ガソリ 
ン エンジン 性能 試験 方法） 又は JIS B 8018 ( 小形 陸 用 ディ 一ゼル エンジン 性能 試験 方法） に 定められた 
試験 における 標準 大気 条件の 値 を 記入す る 。 

(b) 最大 出力/回転 速度 最大 出力 時の 出力 値 を 小数点 以下 第 1 位まで 記入し， そのと きの 回転 速度 を 付記す 

る。 

(C) 定格 出 カノ 回転 速度 定格 出力 時の 出力 値 を 小数点 以下 第 1 位まで 記入し， そのと きの 回転 速度 を 付記す 

る。 

(d) 最大 トルク/回転 速度 最大 トルク 値 を 小数点 以下 第 2 位まで 記入し， そのと きの 回転 速度 を 付記す る。 

(e) 燃料 消費 率 定格 出力 時の 燃料 消費 率 を 小数点 以下 第 1 位まで 記入す る。 
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(4) 車体 仕様 

(4.1) 主 クラッチ テンション クラッチ 式， 摩擦 板 式な どの 別 を 記入す る。 

(4.2) 変速装置 

(a) ベル ト ベルト 掛け替え 式， ベルト 無 段 変速 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) その他 歯車 変速装置の 場合， 選択 かみ 合い 式， 常時 かみ 合い 式， 同期 かみ 合い 式な どの 別 を 記入す 

る。 

(4.3) 変速 段 数 前進 及び 後進の 変速 段 数 を 記入す る。 

(4.4) 車軸 回転 速度/走行 速度 

(a) 車軸 回転 速度 Z 走行 速度 エンジンの 定格 出力 時の 回転 速度に おける 各 速度 段の 車軸 回転 速度 を 小数点 以 
下 第 1 位まで 記入し， そのと きの 走行 速度 を 付記す る。 

(b) 記 事 ハンドル 回 動 進行 時の 速度 低減 装置の 有無， 使用 制限 変速 位置な ど を 記入す る。 

(4.5) 操 向 クラッチ ドッグ クラッチ 式， 遊星 歯車 式な どの 別 を 記入す る。 

(4.6) 車 軸 車軸の 位置 （ヒッチからの 距離)， 形 伏 • 寸法 を 別 図で 示し， 仕様書に 図の 番号 を 記入す る。 

(4.7) 車輪 

(a) 標準 車輪の 有効 直径 を 記入す る。 

(b) 標準 車輪の 種類 及び 呼び を 記入す る。 

(4.8) 制動 装置 制動 装置の 方式 を 記入す る。 

(4.9) ヒ ッ チ 主な ヒッチ 部の 形状 • 寸法 を 別 図で 示し， 仕様書に 図の 番号 を 記入す る。 

また， 主な ヒッチ 部の 形状. 寸法が JIS B 9209 (歩行 形 トラクタの ヒッチ 部 寸法） に 準拠す る 場合 は, 準拠す る 呼 
び を 別 図に 付記す る。 

(4.10) ハンドルの 回 動 ハンドルの 前後 方向 回 動の 可否 を 記入す る。 

(4.11) 前 照 灯 前照灯の 有無 を 記入す る。 

(4.12) 動力 取 出 軸 

(a) 主な 動力 取 出 軸の 位置 （ヒッチからの 距離)， 形状 • 寸法 及び 軸 端から 見た 回転 方向 を 別 図で 示し， 仕様 

書に 図の 番号 を 記入す る C 

(b) 主な 動力 取 出 軸の 定格 出力 値 を 小数点 以下 第 1 位まで 記入し， そのと きの 回転 速度 を 付記す る。 

(5) ロー タリ 仕様 仕様書 作成 条件 2 の 場合 は， 口一 タリに 関する 次の 事項 を 記入す る。 

(5.1) 製造業 者 名 ロータ リの 製造業 者 名 を 記入す る。 

(5.2) 名称 • 型式 口 一タリの 名称 ♦ 型式 など を 記入す る。 

(5.3) 動力 伝達 装置 

(a) 動力 伝達 経路 センタ ドライブ 式， サイド ドライブ 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) 動力 伝達 構造 歯車 伝達 式， チュン 伝達 式， 轴 伝達 式な どの 別 を 記入す る。 

(5.4) 耕 幅 耕う んづ めの 最外 幅 を 記入す る。 

(5.5) 耕 うん づめ取 付け 本数 耕う んづ めの 最多 取 付け 本数 を 記入す る。 

(5.6) 耕 うん づめ軸 回転 方向 耕う んづめ 軸の 回転 方向 を 記入す る。 

(a) 耕う んづめ 軸と 車軸が 平行な 口一 タリの 場合 前進 時の 車輪の 回転 方向と 等しい 回転 方向 を" 正 転"， 車 
輪の 回転 方向と 異なる 回転 方向 を "逆転" とする。 

(b) 耕う んづめ 軸と 車軸と が 平行で ない 場合 耕う んづめ 軸の 回転 方向 及び 回転 方向 を 説明す る 視点 を 付記 
する。 

(5.7) 耕 うん づめ回 ま 云半怪 . 耕う んづ めの 最大 回転 半径 を 記 人す る。 
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(5.8) 耕 うん づめ轴 回転 速度 

(a) 耕 うん づめ軸 回転 速度 エンジン 定格 出力 時の 回転 速度に おける， 各 速度 段の 耕 うん づめ蚰 回転 速度 を 記 
入す る。 

(b) 記 事後 進 時， 口一 タリ もちあげ 時な どの 回転 停止 装置な どの 有無， 使用 制限 変速 位置な ど を 記入す 

る。 

(5.9) 全 幅 ロー タリの 最外 幅 を 記入す る。 

(5.10) 幸 由 距 

(a) 車軸 中心から 耕 うん づめ軸 中心までの 水平距離 を 記入す る。 

(b) 車輪 中心から 尾 輪 中心までの 水平距離 を 記入す る。 

(5.11) 質 量 ロー タリの 質量 を 記入す る。 



6 



B 9223- 隱 

付 表 農業 用 歩行 トラクタ 仕様 簦 

総合 仕様 



勉浩 業老么 




^^r^ !■ ^ラク タ么 JJk • ffijrt 
J r ノノ ゾ^ j±LJ'\ 




什 様 害の 作 ff^ 冬 件 

1 丄 1 ホ ぱレノ 1 ffi^:^ n 


条件 1 条件 2 


令 長 mm 


( 〜 ） 


全 幅 mm 


( 〜 ） 


全 高 mm 


( 〜 ) 


輪 距 mm 


標準 ，最大 ， 最小 ， 段 


最低 地上 高 mm 


( - ) 


ハ ン ドル 位置 mm 




総 質量 kg 




付加お もり kg 
(付加 位置） 


標準 ，最大 ， 最小 

( ) 



エンジン 仕様 



製造業 者 名 




エンジン 名称 '型式 




エンジンの 種類 ' 




サイクル 数 




燃焼 室 形式 ， 




シ リンダ 数 




シ リ ンダ 配置 




弁 配置 




点火 方式 




総 行程 容積 1 {CC) 




冷却 方式 




始動 方式 




バッ テリ 


電圧 V 




容量 Ah 




燃料の 種類 




燃料 タンク 容量 1 




最大 出力 Z 回転 速度 

kW/min-' 
{PS/rpm} 




定格 出力 Z 回転 速度 

kW/min— ' 
{PS/rpm} 


/ 

1 . / } 


最大 トルク Z 回 速度 

N • m/min"' 
{kgf • m/rprri} 


{ / } 


燃料 消費 率 

g/kW • h 
{g/PS • h} 
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車体 仕様 



主 クラ 


ツチ 










変速装置 


ベル 卜 




その他 




変速 段 数 


前進 段， 後進 段 






第 


1 


速 


/ 






第 


2 


速 


/ 


車 軸 

回転 速度 


前 進 


第 


3 


速 


/ 


第 


4 


速 


/ 


1 

走行 速度 




第 


5 


速 


Z 




第 


6 


速 


/ 


mm 1 
{rpm) 




第 


1 


速 


/ 


/ 

km/h 


後 進 


第 


2 


速 




第 


3 


速 


/ 






第 


4 


速 


/ 




I 己 


事 






操 向 クラッチ 




車 軸 


位置 及び 形 伏 • 寸法 は， 図 による。 


車 輪 


有効 直径 


mm 






種類 及び 呼び 




制動 装置 




ヒ ッ 


チ 








形状 • 寸法 は， 図 による。 


ハン ドルの 回 動 




前照灯の 有無 






位置， 形 伏 • 


寸法 


位置， 形状 • 寸法 は， 図に よる。 


動 
力 


回転 方向 






第 


1 


速 




取 


回転 速度 
mm 一 1 
{rpm} 


第 


2 


速 




出 
轴 


第 


3 


速 






第 


4 


速 






出力 kW (PS) 
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B 9223-1989 



ロー タリ 仕様 



製造業 者 名 




口一 タリ 名称 • 型式 




動力 伝導 方式 


経 路 




構 造 




耕 幅 mm 




耕 うん づめ取 付け 本数 




耕う んづめ 回転 方向 




耕う んづめ 回転 半径 mm 




耕う んづめ 
軸 回転 速度 

mm ' 

(rpm} 


第 1 速 




第 2 速 




第 3 速 




第 4 速 




言 己 事 




全 幅 mm 




軸 距 
mm 


車軸 中心から 

耕 うん づめ軸 中心 




車軸 中心から 
尾 輪 中心 




質量 kg 
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JIS B 9223- 腦 
農業 用 歩行 トラクタの 仕様書 様式 解 説 

I . 規格 制定の 錢緯 この 規格の 新規 原案 は， 昭和 63 年度に 工業技術 院 から 社団法人 日本 農業 機械工業 会に 対し 委託 
された （新規 原案 作成 委員会 構成 表 は， 解説 表 参照。）。 この 規格 作成の 目的 は， 数多く 生産 （昭和 62 年で 約 28 万 台） 
されて いる 歩行 トラクタ について， 統一され た 仕様書 を 作成す る ことによって， 各社が 同一 条件で カタログ など を 作成 
する ことができ， ユーザ一 も 購入の 際， 選択し やすくなる ことな ど を 目的に 作成した ものである。 

平成 元年 3 月 社団法人 日本 農業 機械工業 会から 工業技術 院に 原案が 提出され， 平成 元年 7 月 19 日 工業 標準 調査 会 一 
般 機械 部会で 審議 後， 平成 元年 11 月 1 日付けで 制定され た。 

n. 規格 内容の 説明 

規格 名称 当初の 予定で は 耕 うん 機の 仕様書 様式と する ことと していた が， 審議の 結果， 耕 うん 機の 定義が 不明確な の 
で， この 規格で は， 耕 うん 機 を 農業 用 歩行 トラクタと 読み替える ことと し， 審議 を 行った。 
1. 適用 範囲 この 規格 は， 農業 用 歩行 トラクタの 仕様書 様式で ある 旨 を 明記した。 
ま た， 適用 範囲で いう 農業 用 歩行 トラクタと はいかな る もので あるか を 備考で 説明 した。 

3. 歩行 トラクタ 仕様 寄の 作成 条件 条件 1， 条件 2 に 歩行 トラクタ を 分類して おり， 現在， 管理 機， 耕 うん 機， ティ 
ラ一 などと 呼ばれて いるもの を ある 程度 分類した。 厳密に いうと， どちらに 入る のか 不明な もの も 存在す る 力 〈 ， 大別す 
ると 次のようになる。 

① 条件 1 の もの は， 一輪 管理 機， ミニ 管理 機な どと 呼ばれて いるもの。 

② 条件 2 の もの は， テイラー （口一 タリ 付き）， 耕 うん 機な どと 呼ばれて いるもの。 
その他 審議 中 問題と なった 主な 点 

① 製造業 者 名に ついて いわゆる， OEM (相手 先 ブランド） について はどうす るの 力、， という 意見が 提出され た 
力、 OEM を 受ける 側 を 製造業 者に 含める ことで 合意され た。 

② 総 行程 容積に ついて 現在 は， CC で 表示され ている が， SI 単位との 整合性から Z 表示と する ことで 合意され 
た。 

③ 回転 速度に ついて 従来は， 回転 数と 表示され ていたが， 文部省 学術 審議会の 学術用語で 規定され たため 回転 速 
度に 統一した。 



解 
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B 9223- 隱 解説 

解説 表 新規 原案 作成 委員会 構成 表 （昭和 63 年度) 



(委 員 長) 





氏 


名 




P)j 属 


田 


原 


虎 


次 


日本 大学 


藍 




房 


和 


東京 農工 大学 


白 


井 




宏 


通商産業省 


士 


田 


藤 


夫 


工業技術 院 標準 部 


寺 


本 


/ひ 


孝 


農林水産省 


安 


食 


恵 


治 


生物 系 特定 産業 技術 研究 推進機 構 


舟 


曳 


英 


夫 


社団法人 日本 農業 機械化 協会 


佐 


藤 




功 


全国 農業協同組合 連合会 


渡 


辺 




奥 


全国 農業 機械 商業 協同組合 連合会 


塩 


谷 


千太郎 


久保田 鉄工 株式会社 


福 


永 






井関 農 機 株式会社 


長 


峰 


良 


文 


ヤンマー 農 機 株式会社 


辻 








三菱 農 機 株式会社 


油 


野 


壮 




石 川 島 芝 浦 機械 株式会社 


松 


木 


郁 


夫 


本 田 技研 工業 株式会社 


栗 


原 


靖 




社団法人 日本 農業 機械工業 会 


天 


野 






社団法人 日本 農業 機械工業 会 



解 2. 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 技 « 部 規格 W 究 » へ FAX ： 03 — 3405 — 5541 で ご 通 終く ださい。 

★ JIS 規格 票の 正 K 票が 免 行され た 場合 は， 次の Sf 慎で ご 案内いた します。 

(1) 当 IS 会 癸 行の 月刊 K 準 化 ジャーナル" に， 正 ■ 膀 の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に， "日 轾產菜 新 HT 及び" 日刊 ェ菜新 の JIS 発行の 広告 楊で， 正義 票 
が究 行され た JXS 規格 番せ 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正鎮 票が 発行され た 場合に は 自動 
的に お送りい たします。 

★ JIS 規格， の ご注文 及び 正誤 票 を ご * 望の 方 は， 普及' j^t- 部 普及 業務 碟 (FAX ： 03 一 3583 一 0462) 
又は 下記の 当 協会 各克 へ FAX でお 顧い いたします。 
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